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し
ま
す
。

　
今
回
は
テ
ー
マ
は
絞
ら
ず
に
町
政
全
般
に

つ
い
て
住
民
の
皆
様
と
懇
談
し
ま
す
。

■
高
校
生
と
の
対
話
授
業

　
７
月
18
日
に
加
悦
谷
高
等
学
校
生
徒
と
の

対
話
授
業
を
開
催
す
る
ほ
か
、
宮
津
高
等
学

校
生
徒
と
の
対
話
授
業
も
実
施
の
方
向
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

■
予
算
編
成
過
程
の
可
視
化

　
「
予
算
の
可
視
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、

試
行
的
に
予
算
編
成
方
針
、
予
算
編
成
過
程

（
査
定
状
況
）な
ど
の
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
住
民
の
安
心
・
安
全
」
に

関
連
す
る
事
業

  

６
つ
の
政
策
に
は
掲
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、

皆
様
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
予
算
に
つ

い
て
も
十
分
配
慮
し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
新

●
街
路
灯
・
防
犯
灯
整
備
事
業

（
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）

●
道
路
維
持
・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
老
朽

化
し
た
橋
り
ょ
う
補
修
、
通
学
路
整
備
）

●
河
川
改
良
事
業 

（
常
習
浸
水
地
の
浸
水
対
策
）

●
街
路
整
備
事
業

（
緊
急
車
両
等
の
う
回
路
整
備
）

●
消
防
施
設
整
備
事
業

（
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
消
防
車
両
等
整
備
）

「
住
民
の
安
心
・
安
全
」
に

配
慮
し
な
が
ら
、

「
６
つ
の
政
策
」
に
関
連
し
た

事
業
を
重
点
に
予
算
化

　

６
月
補
正
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

先
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
掲
げ
て
き
ま
し
た
６

つ
の
政
策
に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
に

反
映
で
き
る
も
の
か
ら
計
上
す
る
こ
と
と

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
必
要
性
、
費
用

対
効
果
を
熟
慮
し
、
精
一
杯
の
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、「
住
民
の
安
心
・

安
全
」
に
配
慮
し
な
が
ら
、
重
点
政
策
と
し

て
掲
げ
て
い
る
、
産
業
振
興
や
観
光
・
交
流

事
業
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
、
教
育
の
振
興

を
中
心
に
予
算
を
配
分
し
、「
与
謝
野
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
事
業
」、「
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
開
催

事
業
」、「
海
の
京
都
・
美
心
与
謝
野
事
業
」、

「
夏
休
み
に
お
け
る
学
童
保
育
の
充
実
」、「
岩

滝
認
定
子
ど
も
園（
仮
称
）整
備
事
前
調
査
」

な
ど
を
予
算
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
・
緑
・
空 

笑
顔
か
が
や
く 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
若
さ
と
行
動
力
、
発
想
力
を

発
揮
し
な
が
ら
、
与
謝
野
町
の
新
し
い
時
代

を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
与
謝
野
町
長　
山
添　
藤
真

　　
第
２
期
産
業
振
興
会
議
か
ら
の
提
言
の
一

つ
で
あ
る
「
地
域

経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
『
京
都 

与

謝
野
ブ
ラ
ン
ド
』

戦
略
」に
基
づ
き
、

も
の
づ
く
り
分
野

を
核
と
し
た
ブ
ラ

ン
ド
の
位
置
づ
け

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
４
月
に
町
長
お
よ
び
町
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、義
務
的
経
費
や
経
常
経
費
を
中
心
と
し
た「
骨
格
予
算
」と
し
て
編
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
６
月
補
正
予
算
は
、
山
添
新
町
長
の
掲
げ
る
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
を
中
心
に

追
加
し
て
編
成
し
た
初
め
て
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
補
正
予
算
の
概
要

当
初
の
骨
格
予
算
か
ら
政
策
的
経
費

や
新
規
事
業
を
盛
り
込
み
、

一
般
会
計
総
額
は
１
１
７
億
８
，

７
７
１
万
５
千
円
で
、
合
併
以
来
最

大
の
予
算
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は

６
億
３
，
２
７
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
１
１
７
億
８
，
７
７
１
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
７
・
２
％
増
加
し
、
合
併
以
来
最
大
の
予

算
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

財
政
調
整
基
金
か
ら
９
，
８
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
４
億
６
，
３
０
０
万
円
を
取
り

崩
す
な
ど
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
２
０
５
億
２
，
４
０
４
万
４
千

円
で
、平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
３
・

３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
補
正
予
算
で
追
加
計
上

　
さ
れ
た
主
な
事
業

「
６
つ
の
政
策
」
に
関
連
す
る
事
業

①
新
し
い
視
点
で
産
業
振
興
策
を

　
実
現
し
ま
す

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
検
討
す
る
推
進

体
制
を
構
築
し
、
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し

ま
す
。

②
観
光
振
興
、
交
流
人
口
事
業
の

　
促
進
を
実
現
し
ま
す
。

　
　

　　　
温
江
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
農
産
加

工
施
設
兼
事
務
所
の
建
設
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
６
次
産

業
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
の
与
謝
野
町
独
自

事
業
と
し
て
も
開
催
す
る
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」

へ
の
補
助
金
を

増
額
す
る
ほ

か
、
阿
蘇
ベ
イ

エ
リ
ア
を
も
う

一
つ
の
交
流
人

④
新
た
な
視
点
で
の
子
ど
も
子
育
て

   

支
援
策
を
実
現
し
ま
す
。

  

夏
休
み
期
間
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
対
象

と
し
た
学
童
保
育
を
開
設
す
る
ほ
か
、
同
じ

く
夏
休
み
期
間
に
加
悦
・
野
田
川
地
域
の
小

口
促
進
地
区
と
し
て
位
置
付
け
、
賑
わ
い
の

醸
成
を
図
る
た
め
、
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
ま
ち

づ
く
り
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金
を
新
設

し
支
援
し
ま
す
。

　  　
「
海
の
京
都
・
与
謝
野
町
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
重
点
エ
リ
ア
で
あ
る
「
ち
り
め
ん
街

道
」
を
は
じ
め
と
し
た
賑
わ
い
の
場
の
創
出

に
向
け
、
環
境
整
備
を
行
う
事
業
を
支
援
す

る「
海
の
京
都・

与
謝
野
町
お
も

て
な
し
環
境
事

業
費
補
助
金
」

の
新
設
、
案
内

誘
導
看
板
の

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
野
田
川

駅
の
ト
イ
レ

改
修
を
実
施

し
ま
す
。

③
地
域
密
着
型
の
福
祉
政
策
を

   

実
現
し
ま
す
。

    

社
会
福
祉
法
人
が
実
施
す
る
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
用
地
と
す
る
た
め
、
老

朽
化
し
た
町
有
建
物
の
解
体
を
実
施
し
ま

す
。（
岩
滝
地
内
）

   

町
有
財
産
活
用
事
業　
　
　
　
　

 
            

事
業
費
：
１
，
８
４
０
万
円

施
設
で
ご
宿
泊
、
お
食
事
な
ど
の
際
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
ペ
ア
利
用
券
（
２
千
円
相
当

を
2
枚
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
１
万
円
以
上
の
寄
付
を
３
年
以
上
い
た
だ

  

住
民
の
安
心
・
安
全
関
連
事
業　

  

事
業
費
：
１
億
７
，
２
０
４
万
３
千
円

学
４
年
生
を
対
象
と

し
た
学
童
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

  

ま
た
、
適
用
指
導

教
室
の
指
導
員
を
増

員
し
、
教
育
相
談
な

ど
の
支
援
体
制
を
拡

充
し
ま
す
。

⑤
未
来
を
見
据
え
た
教
育
施
策
を

　
実
現
し
ま
す

  

岩
滝
幼
稚
園
と
岩
滝
保
育
所
の
統
合
に
よ

る
認
定
子
ど
も
園
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

現
在
の
岩
滝
幼
稚
園
の
敷
地
に
新
た
に
建
設

し
た
場
合
に

ど
う
い
っ
た

施
設
が
建
設

可
能
か
等
に

つ
い
て
事
前

調
査
を
実
施

し
ま
す
。

  

幼
稚
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

      　
　
事
業
費
：
３
２
４
万
円

⑥
徹
底
し
た
情
報
の
明
確
化
を
行
い  

   

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
画
で
き
る  

   

町
政
を
実
現
し
ま
す
。

　
当
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
た
め

に
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ほ
か
、
町
政

懇
談
会
の
開
催
、
高
校
生
と
の
対
話
授
業
の

拡
充
、
予
算
編
成
過
程
の
可
視
化
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

●
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
全
員

に
、
広
報
よ
さ
の
を
定
期
的
に

送
付
し
、
ま
ち
の
概
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
２
年
間
）。

●
１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
町
内
の
公
共

   

ふ
る
さ
と
納
税
、
町
政
懇
談
会
、

   

高
校
生
と
の
対
話
授
業
な
ど　
　

　
　
　
　

      

事
業
費
：
10
万
８
千
円

い
た
方
に
は
、
特

産
品
（
５
千
円
相

当
）
を
贈
呈
し
ま

す
。

■
町
政
懇
談
会

　
７
月
１
日
か
ら

８
月
５
日
ま
で
町

内
11
会
場
で
開
催
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与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業　
　
　
　

　
　
　
　

      
事
業
費
：
65
万
９
千
円

   

観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

事
業
費
：
１
８
０
万
円

   

明
日
の
京
都
村
づ
く
り
事
業　
　
　
　

　
　
事
業
費
：
１
，
２
１
７
万
８
千
円

   

海
の
京
都
・
美
心
与
謝
野
事
業　

　

   

事
業
費
：
１
，
６
９
８
万
２
千
円

   

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
な
ど	

　
　
　

   

事
業
費
：
５
６
２
万
３
千
円



■大会結果
○ポンプ車操法の部

優　勝 野田川第２分団
準優勝 加悦第１分団
第３位 野田川第５分団

○小型ポンプ操法の部
優　勝 野田川第１分団
準優勝 加悦第１分団
第３位 岩滝第１・２分団

○ポンプ車操法の部最優秀要員賞
指揮者 野田川第２分団 宮

みや
垣
がき

　清
きよ

孝
たか

１番員 野田川第２分団 安
やす

田
だ

　聡
さとし

２番員 野田川第５分団 吉
よし

田
だ

　直
なお

昭
あき

３番員 加悦第１分団 園
その

田
だ

　研
けん

斗
と

４番員 野田川第２分団 梅
うめ

田
だ

　伸
しん

也
や

○小型ポンプ操法の部最優秀要員賞
指揮者 加悦第１分団 後

ご
藤
とう

　周
しゅう

作
さく

１番員 加悦第１分団 倉
くら

　　雄
ゆう

太
た

１番員 野田川第１分団 高
たか

橋
はし

　哲
てつ

男
お

２番員 野田川第１分団 井
いの

上
うえ

　雄
ゆう

策
さく

３番員 加悦第３分団 市
いち

田
だ

　雅
まさ

哉
や

[

第
5
回]

与
謝
野
町
消
防
操
法
大
会加悦第１分団小型ポンプ操法

岩滝第１・２分団小型ポンプ操法

加悦第３分団小型ポンプ操法

野田川第１分団小型ポンプ操法

野田川第３分団ポンプ車操法野田川第５分団ポンプ車操法

野田川第２分団ポンプ車操法

加悦第２分団小型ポンプ操法

野田川第４分団小型ポンプ操法

野田川第４分団ポンプ車操法

加悦第３分団ポンプ車操法

加悦第２分団ポンプ車操法

加悦第１分団ポンプ車操法

野田川第３分団小型ポンプ操法

岩滝第３・４分団ポンプ車操法

的
確
な
操
法
を
展
開
！

　
確
実
な
ホ
ー
ス
延
長
や
規
律
な
ど
の

基
本
動
作
の
的
確
性
を
競
い
合
う
こ
と

で
、
消
防
技
術
や
士
気
の
向
上
を
目
的

に
、「
第
５
回
与
謝
野
町
消
防
団
消
防

操
法
大
会
」
が
６
月
22
日
、
野
田
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、各
分
団
か
ら
、

「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
８
チ
ー
ム
、

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
の
部
に
７
チ
ー

ム
の
計
15
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

水
を
使
わ
な
い
「
空
操
法
」
の
形
式
で

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は
、
訓

練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
正
確

な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　
上
位
大
会
へ
の
出
場
権
は
各
分
団
の

輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
、
８
月
３
日
に

丹
波
自
然
運
動
公
園
（
京
丹
波
町
）
で

開
催
さ
れ
る
「
第
23
回
京
都
府
消
防
操

法
大
会
」に
は
、「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」

に
野
田
川
第
２
分
団
が
、「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
」
に
野
田
川
第
１
分
団
が

出
場
し
ま
す
。

野田川第１分団大
おお

上
がみ

雄
ゆう

一
いち

班長による出場者宣誓
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蕪 村ゆかりの俳句のまち与謝野町では、「与謝蕪村
顕彰　与謝野町俳句大会」を毎年開催していま

す。
　そのほかにも、すべての小・中・高等学校で「俳句の
授業」を実施しており、その成果は毎年「平成 Buson
俳句大賞」で発揮されています。
　皆さんも日常のふとした瞬間に感じた気持ちを、５・
７・５の 17 文字で気楽に表現してみませんか？

●「俳句ってどんなもの？」
●「興味はあるけれど始めるきっかけが…」
●「自分にできるかな…」
と思われている方、学生でなくても受けられる町の俳句
教室はいかがですか？
　「俳句を始めてみようかな…」など興味をお持ちの方
を対象に、２種類の俳句教室を開催します。参加費は無
料です。皆さんのお越しをお待ちしております。

　また、町内にはさまざまな句会があり、見学や参加が
できます。
  町のあちこちで多くの方が句会に参加されており、月
に１回程度集まって俳句に親しんでいます。
　広報よさの、KYT 番組『よさの句会めぐり』や句会
CM で紹介されている各句会の連絡先までご相談くださ
い。

■「句会に参加だなんてむずかしそう」と思っていませんか？

　　　江山文庫『れっつ句会体験』

回 第 1 回 第 2 回 第３回 第４回

日　程 8 ／7（木） 8 ／28（木）9 ／11（木）9／ 25（木）

内　容 俳句づくりと句会を楽しもう

講師から俳句を学ぶ生徒たち 俳句を通しての世代を超えた交流

左・右／熱心に講師の話を聞き、俳句づくりに取り組む参加者たち。また、交流も深まります。

日　　時　毎月第２金曜日
時　　間　午後１時 30 分～３時（事前申し込み不要）

参加には江山文庫入館料（一般 200 円）
がかかります。

問い合わせ先　江山文庫　☎ 43 － 2180

未経験者の方でも楽しめる句会となっています。

　「そうは言っても句会に参加だなんてむずかしそう」
と思っていませんか？
　『よさの句会めぐり』番組内でも、楽しそうな様子が
紹介されているように、実は句会には明るい笑顔がいっ
ぱいです。
  そんな句会の雰囲気を、まずは俳句を始める前に
ちょっと体験してみたいという方には、江山文庫で７月
から開始の新講座「れっつ句会体験」はいかがでしょう？
講師を特に置かず、未経験者同士で「とりあえず句会を
やってみる」講座です。
　「こっそり作っているけれど、人に見せたらどんなだ
ろう…」という方もぜひどうぞ。

み
ん
な
で
楽
し
く
俳
句
作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　　～生活に俳句を～　　
蕪村に続け！みんなの俳句教室

まめっこまいちゃん／基本ポーズ

■既存の句会に見学・参加もできます！

【申込期限】　平成 27 年２月 27 日（金）まで
　　　　　　※俳句教室は平成 26 年度内に実施して
　　　　　　　ください。

【内　　容】　俳句づくり
  

　俳句教室のお申し込み・お問い合わせは、どちらも　
　教育委員会教育推進課までお気軽にどうぞ。
　☎ 43-2193　　FAX43-1451
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【申込期限】　７月 31 日（木）まで
【内　　容】　俳句づくり

まめっこまいちゃん／読書ポーズ

 ２  講師に来てもらうタイプ
　地域や職場などのグループで一緒に俳句を学びたい方
向けです。最寄りの公民館や職場、個人宅など、ご希望
の日時・会場に講師を派遣いたします。
　与謝野町に在住・在勤の、成人４人以上のグループが
対象です。

【回 数】　１グループにつき３講座まで
【場　　所】　ご希望の場所。ただし、町内に限ります。
　　　　　　※会場の使用料などが必要な場合はグ　
　　　　　　ループの負担となります。

 1  教室に通うタイプ
　日時と会場を設定していますので、おひとり様から気
軽にはじめることができます。全 4 回です。　
　与謝野町に在住・在勤の成人で、俳句に興味がある方、
どなたでもご参加いただけます。俳句をつくられたこと
がない方でも大歓迎です。

【場　　所】　野田川わーくぱる
【時　　間】　午後７時 30 分～９時

なつかしき俳句の郷よ…
第 3 回 与謝蕪村顕彰 
与謝野町俳句大会
　
 事前投句受付中！
 締め切り ８月 19 日

「ハ ･ イ ･ クの日」と覚えてください

Information



虫の世界 　夏になるとセミやクワガタ、カブトムシなどの昆虫を捕まえたり飼ったりする方も多いので
は？夏休みの自由研究にも役に立つ「虫」に関する本を紹介します。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『ぼくらの昆虫採集』 
池田清彦・養老孟司・奥本大三郎／デコ  

虫捕りは子どものものだけではありません。
大人が本格的に「昆虫採集」をするために
必要な道具や捕るコツ、デジカメでの撮影
や標本の作り方などを解説。
今年の夏は親子でチャレンジしてみません
か。

『むしのうんこ』 
角正美雪／こうせいぶん伊丹市昆虫館柏書房 

さまざまな形や習性をもつ昆虫は、そ
のうんこも個性的。「生きている証」
としてのうんこに注目し、その秘密を
探ります。食べ物や生きている場所に
よって違うむしのうんこ。また、それ
らを使ったお茶や染め物まで紹介。

もうすぐ夏休み。
図書館では夏休みの課題や、調べ物など
みなさんのお役に立ちたいと考えています

　ご利用の際には、マナーを守りみなさんが気持ちよく
ご利用いただけるようご協力をお願いします。
★本は 10 冊まで２週間借りることができます。
★図書館の本を借りるには、利用者カードが必要です。

すでに持っている人は必ずご持参ください。紛失され
た場合は、再発行料に 100 円かかります。初めて作
る場合は、お名前・ご住所等が確認できる免許証・保
険証等をお持ちの上、図書館へお越しください。

★図書館の本は、著作権法で許されている範囲でコピー
ができます。コピー料は１枚当たり白黒 10 円、カラー
50 円です。

＜お願い＞
①利用が集中してしまう本もありますので、お早めにお
　尋ねください。
②課題図書（青少年読書感想文コンクール、京都新聞お
　はなしを絵にするコンクール）の貸し出し期限は１週
　間です。次に待つ人がいない場合に限り、もう１週間
　期限を延長できます。
③ 館内の座席には限りがありますので、譲り合ってご
　利用ください。

一般書 ●『ポケットに物語を入れて』角田光代
／小学館　●『絶対行きたい！日本の島旅』加
藤庸二／ＰＨＰ研究所　●『実家のたたみ方』

千葉利宏／翔泳社　●『認知症介護「その関    
　 わり方、間違いです！」』松本健史／関西看護出版　
●『イラストでわかりやすい！緑のカーテンの育て方』島田有
紀子／ＮＨＫ出版　●『ホリデーフィッシング 2014』岳洋社
●『風』青山七恵／河出書房新社 ●『長女たち』篠田節子／
新潮社　●『内通者』堂場瞬一／朝日新聞出版●『大江戸ドク
ター』和田はつ子／幻冬舎　●『清川妙のひとり暮らしを輝か
す』清川妙／河出書房新社　●『ぼくはスピーチをするために
来たのではありません』Ｇ．ガルシア＝マルケス／新潮社            
           ●『世界一素朴な質問、宇宙一美しい答え』ジェンマ・
エルウィン・ハリス／河出書房新社 ●『今すぐできる！中学
生の勉強法』親野智可等／ＰＨＰ研究所　●『ホタルの光は、
なぞだらけ』大場裕一／くもん出版　●『ほんとのおおきさ水
族館』小宮輝之／学研教育出版  ●『地図で見てみよう！日本
の鉄道』小賀野実／ポプラ社  ●『モンスター・ホテルでおひ
さしぶり』柏葉幸子／小峰書店作　●『こんや、妖怪がやって
くる』君島久子／岩波書店　●『わんぱくだんのひみつきち』
ゆきのゆみこ／ひさかたチャイルド

今月の
新着図書

児童書

第４回よさのおはなしランド
ボランティア合同おはなし会を行いました

　６月７日（土）、知遊館で、与謝野町で読み聞かせ
活動を行っているボランティアグループ（加悦読み聞
かせ会、カナリア会、おはなし倶楽部よむよむ、マザー
グースの会、：プログラム順）が集まって、読み聞か
せやペープサート、エプロンシアターなど日頃の活動
を披露していただきました。
　参加者は 48 人で、各グループの持ち味を生かした
おはなしの世界を楽しみました。

大 型 絵 本 を よ む

「おはなし倶楽部

よむよむ」のはな

しを熱心に聞く子

どもたち

A L T リレーコラム  ［ 第 38 回  母のアドバイスと外国語の勉強  by ケンドラ］	 COLUMN　

せんでした。外国語を勉強することは
健康でいることと同じぐらい重要視す
るようなものなのでしょうか？ 
 私は成長するにつれて外国語を勉強

することについて次のことを学び、母
のアドバイスが正しいということが理
解できました。
 まず、外国語はとても役に立ちます。

外国語を勉強することで人生の可能性
を広げることができます。外国語を勉

中で迷ってしまい、助けが必要な人もいるでしょう。おい
しいラーメン店を知りたい人や地域の特産品、歴史、観光
地のことを現地の人に聞きたい人もいるでしょう。そのよ
うな人がいれば勇気を出して話してみてください。外国の
地で不安な中、助けられた人は本当に感謝すると思います。
 母のアドバイスのおかげで私はタバコを吸わず、三つの

外国語　( スペイン語、日本語、フランス語）を勉強する
ことできました。たくさんのすばらしい人と出会い、すば
らしい経験ができました。お母さん本当にありがとう！

世 界中どこでも、母親は子どもにとって最善のアド
バイスをしてくれるものです。もちろん私の母も、

いつでも私に正しいアドバイスをしてくれました。
 私が子どものころ母がしてくれたアドバイスの中でお気

に入りのものは、「タバコを吸ってはいけません」と「外
国語を勉強しなさい」でした。タバコを吸うことについて
は、子どもの私でも健康に悪いということを知っていたの
で母の言うとおりだと思いましたが、外国語を学ぶことに
ついては、なぜ母がそんなに重要視しているのか分かりま

私も毎日日本語を勉強しています。皆さんも外国
語を勉強してみませんか？

強した学生は学んだ言語の試験を簡単に通過し、就職のと
きも外国語を勉強していない人よりも希望した仕事に就く
ことができる可能性が増えます。
 また、外国語を勉強することは頭の運動のようなもので、

健康にも良い影響を与えます。あなたが脳を健康に保ちた
いなら、新しいことを学び脳の中の新しい部分を使わなけ
ればなりません。頭の運動をすることで、思考力や記憶力
の低下の予防や改善をすることができるといわれています。
 外国語の勉強は自らの創造力を伸ばす助けにもなります。

勉強する中で新しい文化、人物、芸術、ファッションや考
え方に触れます。自分の世界は少しずつ広くなり、ひらめ
きを与えてくれるものは増えるはずです。
 加えて、外国語を話すことができるなら海外旅行はとて

も簡単になります。特に、世界中で広く使われている言語
を話すことができたなら海外旅行はより楽に、そしてより
安全になるでしょう。滞在する国の道路標識や地図を確認
することができ、現地の人にレストランや、売店の場所を
尋ねることができます。現地の人と友達になることさえで

きるでしょう。
 さらに、外国語を話すことができる

なら海外旅行の際は他の旅行者を助け
ることもできます。私は旅行中、何度
も困っている他の旅行者を助けたり、
逆に助けられたりしました。
 海外に行くことがなくても外国語は

役に立ちます。外国語を勉強すること
は「おもてなし」です！近年、多くの
外国人が日本に観光に訪れます。その

公民館訪問 ［ 第 26 回　地域の振り返り］	 与謝公民館

与
謝
公
民
館
で
は
、

ふ
る
さ
と
与
謝

を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を

メ
イ
ン
に
据
え
、
継
続
し

た
取
り
組
み
と
し
て
い
ま

す
。

  

イ
ベ
ン
ト
的
に
は
、
平

成
23
年
度
に
、
講
演
会
や

祭
の
神
楽
の
競
演
を
４
つ

の
氏
子
の
協
力
の
も
と
に

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

祭
が
同
日
に
行
わ
れ
る
た

め
、
自
分
の
地
区
の
神
楽

し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う

要
望
に
応
え
た
も
の
で
す
。

  

ま
た
、
与
謝
に
六
社
あ

る
氏
神
様
に
、
旧
正
月
に

参
る
風
習
が
途
絶
え
て
い

た
た
め
、
平
成
24
年
度
に

三
社
、
平
成
25
年
度
に
残

り
の
三
社
を
歩
い
て
参
り
、

古
老
か
ら
の
言
い
伝
え
や
、

神
社
の
来
歴
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
区
民
の
集
い
」
で
は
、

古
く
か
ら
祝
い
事
や
隣
組

の
お
講
で
行
わ
れ
て
い
る

「
千
本
づ
き
」
に
取
り
組

み
、
多
く
の
参
加
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

  

今
年
度
は
、
九
月
に
与

謝
の
お
寺
で
多
く
の
「
文

化
財
」
を
持
つ
金
剛
寺
と

共
催
し
「
秘
仏
展
」
と
、

与
謝
に
伝
わ
る
鬼
退
治
伝

説「
麻
呂
子
親
王
と
与
謝
」

と
の
関
わ
り
の
講
演
会
を

日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館

村
上
政
市
名
誉
館

長
を
招
へ
い
し
て

行
い
ま
す
。

  

公
民
館
活
動
は
、

地
域
を
見
つ
め
直

し
、
再
発
見
す
る

ヒ
ン
ト
に
つ
な
が

る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
お
り
、

奥
深
い
与
謝
の
姿

を
知
っ
て
欲
し
い

と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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あ
じ
さ
い
句
会

【
開
催
日
】

毎
月　
第
１
火
曜
日

【
時　
間
】

午
後
７
時
30
分
～
９
時
45
分

【
場   

所
】

知
遊
館

【
代　
表
】

白
数
康
弘

【
連
絡
先
】

島
田
順
子　

☎
４
６
・
３
６
８
９

手
花
火
や

あ
れ
が
初
恋
だ
つ
た
か
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
宏
子

下
山
田
俳
句
同
好
会

夏
潮
の

　
　
漁
港
に
集
ふ

　
　
　
　
昼
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
美
千
子

【
開
催
日
】

毎
月　
第
４
水
曜
日

【
時　
間
】

午
後
３
時
～
４
時
30
分

【
場　
所
】

下
山
田
地
区
公
民
館

【
代　
表
】

三
宅
美
千
子

【
連
絡
先
】

三
宅
美
千
子　

☎
４
２
・
０
１
３
３

広告

健やか広場　　ダニ類に注意しましょう

ダ
ニ
類
に
つ
い
て

　
「
マ
ダ
ニ
」
は
、
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た

比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で
3
～
4
㎜
）
の
ダ

ニ
で
、
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
屋
外
に
生

息
し
て
お
り
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
ま

す
。
肉
眼
で
は
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
食
品
等
に
発
生
す
る
「
コ
ナ
ダ
ニ
」

や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る「
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
」

な
ど
の
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
種
類

が
異
な
り
ま
す
。

　
「
ツ
ツ
ガ
ム
シ
」
は
、野
外
に
い
る
ダ
ニ
で
、

親
虫
、
若
虫
は
地
中
で
昆
虫
の
卵
な
ど
を
食

べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
幼
虫
の
時
期
に

地
表
へ
出
て
一
度
だ
け
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
吸

　

こ
れ
か
ら
ダ
ニ
類
が
活
発
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
野

外
活
動
の
機
会
が
増
え
る
時
期
に
も
な
り
ま
す
。

　

か
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

着
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
偶
然

に
ヒ
ト
を
刺
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
を

刺
す
幼
虫
は
約
０
・
３
㎜
の
大
き
さ
で
肉
眼

で
は
見
え
に
く
く
、
ま
た
刺
さ
れ
て
も
気
づ

か
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
野
外
に
生
息
す
る
ダ
ニ
類
は
、

動
物
の
体
液
を
吸
う
こ
と
で
生
活
環
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ニ
類
が
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
な
ど
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
か
ま

れ
た
人
は
病
気
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

は
、
ま
ず
、
か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

か
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に

●
草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入
る
と
き
は
、
長     

　
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
等
を
着
用

　
し
、
肌
の
露
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

　

ま
し
ょ
う
。（
色
の
薄
い
服
は
く
っ
つ
い

　
た
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す
く
し
、
滑
り
や
す

　
い
素
材
を
選
ぶ
と
ダ
ニ
が
付
着
し
に
く
く

　
な
り
ま
す
。）

●
首
に
か
け
る
タ
オ
ル
や
脱
い
だ
上
着
な

　
ど
は
直
接
地
面
に
置
い
た
り
、
木
に
か
け

　
た
り
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
カ
バ
ン
な
ど
の

　
中
に
い
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
時
間
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、
座
っ

　
た
り
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
服
な
ど
に
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場
合

　
が
あ
る
の
で
、
車
に
乗
る
前
、
家
に
入
る

　
前
に
は
服
を
は
た
き
ま
し
ょ
う
。
着
て
い

　
た
服
は
す
ぐ
に
洗
濯
す
る
か
、
屋
外
で
天

　
日
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
活
動
後
は
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な

　
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
ら

  

吸
血
中
の
ダ
ニ
類
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

自
分
で
処
理
を
す
る
と
ダ
ニ
の
頭
が
残
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
受
診
を
し
、
医
療
機
関
で
処
置
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
か
ま
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
野
外
で
の
ダ
ニ
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

吸血前（右）と吸血後（左）の

ダニを比較

ツツガムシの拡大写真

まちの 話題 お届けします

●海の京都ＴＡＮＴＡＮロングライド 2014

丹後の魅力を満喫！
　６月 8 日、京都府北部では、自転車で丹後半島を
一周するサイクルイベント「海の京都 TANTAN ロン
グライド 2014」が開催され、全国各地から約 1300
人ものサイクリストが参加しました。
　各市町村のコース上に設置されているエイドステー
ションでは休憩とともに、地元ならではの食材を使っ
たおもてなしを行い、参加者を応援しました。与謝野
町からは、野田川わーくぱるで「てっぽう」（おにぎり）
が振舞われました。
　サイクリストたちは、各地域の特産品、景色を楽し
みながらゴールまで駆け抜けました。

エイドステーションから出発する選手の皆さん

●ひまわり苗植え体験

大きく育ちますように！
　与謝野町の夏の風物詩「与謝野町ひまわりフェス
ティバル」に向けて、６月 14 日にリフレかやの里周
辺の畑で、ひまわり苗植え体験が開催され、多くの親
子連れらが参加しました。
　植えた苗は「ロシアひまわり」で、２ｍを超える品
種です。子どもたちはどろどろになりながらも、大き
く育つよう願いをこめ、苗を植えました。
　また、自分の植えたひまわりが分かるよう、名前の
書いたプレートを作り、目印を付けました。子どもた
ちは、ひまわりの成長を楽しみにし、ひまわりフェス
ティバルが待ち遠しい様子でした。

一
本
一
本
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
ま
し
た

●大江山一斉登山

初夏の大江山を楽しみました
　5 月 25 日に、毎年恒例の大江山一斉登山が行われ、
多くの参加者が山頂を目指しました。
　当日は天候にも恵まれ、汗ばむ陽気のなか、時折見え
る絶景、緑で囲まれた山道を楽しみながら登山する参加
者たち。
　山頂の千丈ヶ嶽では最年少登頂者・最年長登頂者、最
遠方登頂者の表彰式が行われ、最年少者は 2 歳、最年
長者は 77 歳と、子どもからお年寄りまでが楽しめるイ
ベントとなりました。
　また、毎回恒例の「○×ゲーム」も開催され、初夏
の大江山を楽しみました。

山
頂
を
目
指
し
、
楽
し
く
登
る
子
ど
も
た
ち

●京都府警平安騎馬隊「下校見守り活動」

交通安全・防犯について学びました
　京都府警察平安騎馬隊による下校見守り活動が、岩滝
小学校グラウンドで５月 21 日に行われ、隊員らが児童
に交通安全を呼びかけました。。
　岩滝小学校に来た馬は「愛

あた
宕
ご

くん」と「鞍
くら

馬
ま

くん」（馬
の名前）の２頭で、隊員の合図で動く馬の試技に見とれ
る岩滝小学校児童たち。
　その後は２頭の馬が、下校する児童を見送りました。
その際、児童たちは頭をなでるなど馬に触れ、近くで見
る馬の大きさ、迫力に歓声をあげるなど、貴重な体験と
なり、交通安全への意識を高めました。

大
き
な
馬
に
興
味
津
々
の
児
童
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問 企画財政課 ☎ 46-3084シリーズ③　すすめよう！男女共同参画

　
平
成
24
年
に
実
施
し
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
「
男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
見

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
働
き
世
帯
も
そ
う
で

な
い
世
帯
も
、
家
事
は
主
に
女
性

が
担
う
傾
向
に
あ
り
、「
男
性
は

仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
も
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
就
労
、
子
育
て
、

介
護
、
DV
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
問
題
な
ど
、
男
女
を

取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
学
習

機
会
な
ど
を
と
お
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
問
題
に
気
づ
き
、
意
識
を

変
え
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

私
た
ち

住
民
の
取
り
組
み　

男
女
共
同
参
画
計
画〈
後
期
施
策
〉

・
広
報
よ
さ
の
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
読
ん
で
、
社
会
や
町
の
動
き
を

知
ろ
う
。

・
町
や
団
体
が
開
催
す
る
講
演
会

や
学
習
会
に
積
極
的
に
参
加
し
よ

う
。

知ることからはじめる意識づくり

功績・功労をたたえて

　故吉
よし

田
だ

一
はじめ

さん（明石）は、昭和 37
年に加悦町議会議員に初当選して以
来、５期 20 年の長きにわたり在職
し、加悦町議会建設常任委員会委員
長、加悦町議会総務常任委員会委員

長などの要職を歴任したほか、昭和 49 年から６年間にわ
たり加悦町議会副議長として、また昭和 55 年からの２年
間は加悦町議会議長として円滑な議会運営に尽力し、町政
並びに地方自治の発展及び住民福祉の向上に多大な貢献を
果たしました。

吉田 一 さん
従六位

　大
おお

内
うち

得
とく

朗
ろう

さん（岩屋）は、昭和 50
年に野田川町議会議員に初当選したあ
と、通算３期 12 年の長きにわたり在
職し、野田川町議会厚生常任委員会副
委員長、野田川町議会決算特別委員会

委員長、野田川町議会総務常任委員会委員長などの要職を歴
任し、町政並びに地方自治の発展及び住民福祉の向上に多大
な貢献を果たしました。また、昭和 45 年からの２年間は野
田川町消防団長として活躍し、地域住民の安心安全の向上に
多大な貢献を果たしました。

大内 得朗 さん
旭日単光章

　故森
もり

本
もと

敏
とし

䡄
のり

さん（明石）は、平成６
年に加悦町議会議員に初当選して以
来、合併をはさんで 15 年の長きにわ
たり在職し、加悦町議会総務文教常任
委員会委員長、加悦町議会産業建設常

任委員会委員長などの要職を歴任したほか、平成 14 年から
の２年間は加悦町議会議長、平成 20 年からの２年間は与謝
野町議会議長として円滑な議会運営に尽力し、また平成２年
からの４年間は加悦町消防団長として活躍するなど、町政の
発展及び福祉・安心安全の向上に多大な貢献を果たしました。

森本敏䡄 さん
旭日単光章

　坂
さか

根
ね

功
こう

三
ざぶ

郎
ろう

さん（石川）は、平成
17 年 4 月 1 日から行政相談委員とし
て活動し、住民からの国の行政に関す
る苦情を処理されています。
　定例相談所を「与謝野町社会福祉協

議会」で毎月（原則 10 日に岩滝ふれあいセンター、18 日
に野田川支所、25 日に加悦支所）開催されています。
　今回は、その長きにわたる行政相談委員としての活動によ
る、多大な功績・貢献が認められ、受賞にいたりました。

坂根 功三郎 さん
総務省近畿管区行政評価局長表彰

新
委
員
を
紹
介
し
ま
す

日下部 佐知子さん（新任）

担当：岩屋奥地

國屋 陽子さん（新任）

担当：岩屋西林地

福井 高史さん（新任）

担当：市場 2 区 201 ～ 210 組

　
平
成
26
年
2
月
14
日
付
け
で
國く
に

屋や

陽よ
う

子こ

さ
ん
（
岩
屋
）、
福ふ
く

井い

高た
か

史し

さ
ん
（
幾
地
）
が
、
4
月
18
日

付
け
で
日く

さ
下か

部べ

佐さ

知ち

子こ

さ
ん
（
岩

屋
）
が
厚
生
労
働
大
臣
、
京
都
府

知
事
よ
り
新
た
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
人
の
任
期
は
平
成
28
年
11
月

30
日
ま
で
で
す

町 政  News & Information

る
方
。

③
障
害
の
あ
る
方
。（
地

方
税
法
施
行
令
第
７
条
該

当
）

●
補
助
金
等
を
除
く
自

己
負
担
額
が
50
万
円
超
で

あ
る
こ
と
。

【
減
額
内
容
】

●
工
事
完
了
年
の
翌
年

度
分
に
限
り
、
１
戸
当
た

り
１
０
０
㎡
の
床
面
積
相

当
分
ま
で
の
固
定
資
産
税

額
の
３
分
の
１
を
減
額
。

耐
震
改
修

【
減
額
要
件
】

●
昭
和
57
年
１
月
１
日

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

で
あ
る
こ
と
。

●
現
行
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
耐
震
改
修
で
、
工

事
費
が
50
万
円
超
で
あ
る

こ
と
。

【
減
額
内
容
】

●
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
に
工
事
が
完
了
し
た

住
居
に
つ
い
て
は
、
工
事

完
了
年
の
翌
年
度
分
か
ら

１
年
度
分
、
１
２
０
㎡
の

床
面
積
相
当
分
ま
で
の
固

定
資
産
税
の
２
分
の
１
を

減
額
。

  

固
定
資
産
税
を
減
額
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
は
じ
め
、
要
介
護
者

の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
し
た
場
合
、
工

事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年

度
以
降
、
一
定
期
間
に
限

り
固
定
資
産
税
を
減
額
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
額
制
度
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ

の
場
合
も
「
改
修
工
事
終

了
後
３
ヵ
月
以
内
」
に
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
制

度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

  

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
改
修

【
減
額
要
件
】

●
平
成
20
年
１
月
１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

で
、
新
築
住
宅
の
軽
減
特

例
や
耐
震
改
修
工
事
に
伴

う
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

●
窓
・
床
・
天
井
・
壁
の

断
熱
性
を
高
め
る
改
修
で
、

問 税務課 ☎ 44-2084

ご存知ですか？減額制度
固定資産税減額制度

副
町
長
に
和
田
氏
を
選
任

　
第
57
回
与
謝
野
町
議
会
定
例
会

で
副
町
長
の
選
任
議
案
が
提
出
さ
れ
、

副
町
長
に
和
田
茂
氏
を
選
任
す
る
こ

と
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
6

月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
和
田
氏
は
、
昭
和
54
年
６
月
に
加

悦
町
入
庁
後
、
平
成
14
年
２
月
～
平

成
18
年
２
月
ま
で
加
悦
町
行
政
課
長
、

平
成
18
年
３
月
～
平
成
23
年
３
月
ま

で
与
謝
野
町
加
悦
地
域
振
興
課
長
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
６
月

30
日
ま
で
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教

育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
副
町
長
就
任
に
あ
た
り
『
副
町
長

と
い
う
重
責
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な

り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
町

長
の
補
佐
役
と
し
て
「
水
・
緑
・
空

笑
顔
か
が
や
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち 

与
謝
野
町
」
の
実
現
に
む
け
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
』
と
力

強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

副町長に和田氏を選任
与謝野町職員人事異動 問 総務課　 ☎ 46-3003

職
員
人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
配
置
換
（
７
月
１
日
付
）

【
課
長
級
】
▽
総
務
課
長　
浪
江 

学

（
企
画
財
政
課
長
）
▽
企
画
財
政
課

長　

植
田 

弘
志
（
税
務
課
長
）
▽

商
工
観
光
課
長　

小
室 

光
秀
（
商

工
観
光
課
長
補
佐
）
▽
議
会
事
務
局

長　

奥
野 

稔 

（
総
務
課
長
）
▽
教

委
・
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長

小
池 

信
助
（
教
委
・
教
育
推
進
課

長
）
▽
教
委
・
教
育
推
進
課
長　
長

島 

栄
作
（
商
工
観
光
課
長
）
▽
税

務
課
長 

秋
山 

誠
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
教
委
・
教
育
推
進
課
主
幹　
山
本 

泰
久
（
教
委・教
育
推
進
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】
▽
税
務
課
長
補
佐  

市
田 

桂
一
（
加
悦
地
域
振
興
課
係

長
）
▽
水
道
課
長
補
佐　

赤
西 

秀

幸
（
水
道
課
係
長
）

【
係
長
級
】
▽
総
務
課
係
長　

成
毛 

克
明
（
総
務
課
主
任
）
▽
建
設
課

係
長　
長
島 

裕
二
（
建
設
課
主
任
）

▽
農
林
課
係
長　

岡
本 

仁
（
農
林

課
主
任
）
▽
水
道
課
係
長 

大
門 

洋

（
水
道
課
主
任
）
▽
加
悦
地
域
振
興

課
主
任　

山
口 

周
作
（
企
画
財
政

課
主
任
）

■
退
職
者
（
６
月
30
日
付
）

【
課
長
級
】
和
田 

茂
（
教
委
・
教
育

次
長
兼
教
育
総
務
課
長
）

和田 茂 ( わだ しげる）
昭和 31 年生まれ。
与謝在住。

工
事
費
が
50
万
円
超
で
あ

る
こ
と
。（
窓
改
修
工
事

は
必
須
）

【
減
額
内
容
】

●
工
事
完
了
年
の
翌
年

度
分
に
限
り
、
１
戸
当
た

り
１
２
０
㎡
の
床
面
積
相

当
分
ま
で
の
固
定
資
産
税

額
の
３
分
の
１
を
減
額
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
減
額
要
件
】

●
平
成
19
年
１
月
１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

で
、
新
築
住
宅
の
軽
減
特

例
や
耐
震
改
修
工
事
に
伴

う
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

●
次
の
①
～
③
の
う
ち

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
居
住
す
る
住
宅
（
賃
貸

住
宅
除
く
）
で
あ
る
こ
と
。

①
改
修
工
事
完
了
年
の

翌
年
１
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
方
。

②
要
介
護
認
定
ま
た
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

バリアフリー化も
減額の対象です
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まちのうごき
平成 26 年 5 月末現在

人　口	23,430 人（－ 18）

　男　	11,143 人（－ 36）

　女　	12,211 人（－ ８）

世帯数	 9,144 戸（＋  ５）
※括弧内は前月比

男 女 共 同 参 画

シリーズ 74

耕作放棄地発生防止・解消活動表彰事業

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

問 教育推進課 ☎ 43-2193与謝野町青少年育成会功労者・団体表彰

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
与

謝
野
町
青
少
年
育
成
会
」
の
総
会

が
６
月
５
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
開
催
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
さ
れ
た
９
名
の
個
人

と
３
団
体
を
表
彰
す
る
功
労
者
・

団
体
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
青
少
年
の
指
導

育
成
や
社
会
環
境
の
浄
化
、
模
範

的
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
個
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
昨
年

度
に
規
定
さ
れ
今
年
度
が
初
め
て

の
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
山
添
藤
真
会
長

（
与
謝
野
町
長
）
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
（々
敬
称
略
）

●
岡お
か

田だ

一か
ず

貫ぬ
き

（
空
手
指
導
者
）

●
白し
ら
須す

重し
げ
孝た
か
（
陸
上
ク
ラ
ブ
指
導

　
者
）

●
西に
し

村む
ら

良よ
し

久ひ
さ

（
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
指
導
者
）

●
糸い
と
井い

英ひ
で
晃あ
き
（
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
指
導
者
）

●
伊だ

達て

一か
ず
志し

（
少
年
少
女
柔
道
指

　
導
者
）

●
後ご

藤と
う

昌ま
さ

典の
り

（
児
童
合
唱
指
導       

　
者
）

●
石
川
ク
ラ
ブ
（
学
童
野
球
）

●
岩
屋
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
学
童

　
野
球
）

●
桑
飼
小
学
校
区
子
ど
も
の
命

　
を
守
る
会
（
見
守
り
活
動
）

●
井い
の
上う
え
康や
す
治じ

（
見
守
り
活
動
）

●
中な
か

西に
し

登と

好よ
し

（
見
守
り
活
動
）

●
飯い

井い

武た
け

史し

（
愛
護
会
指
導
員
）

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

おめでとうございます！

宝くじの助成金で整備しました

左 /  コピー機
右 /  明石区祭事用備品

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、５月16日から６月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
７/31（木）まで

固 定 資 産 税　第 2 期
国民健康保険税　第 2 期
介 護 保 険 料　第 2 期

1 等・前後賞合わせて 6 億円！
■サマージャンボ宝くじ
　1 等：4 億円× 26 本（発売総額　
　780 億円・26 ユニットの場合）
■サマージャンボミニ 6000 万
　1 等：6,000 万円× 90 本（発売総
　額 270 億円・9 ユニットの場合）

【発売期間】7月4日（金）
　　　　　 ～7月25日（金）

【発売場所】全国の宝くじ売り場
　　※通信販売でも購入できます。

【抽 選 日】8 月 5 日（火）
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るいまちづくりや環境対策、高齢化対
策など地域住民の福祉向上のために使
われます。

　地域コミュニティ活動の発展を目的に、
一般財団法人自治総合センターの自治宝く
じ受託事業収入を財源とするコミュニティ
助成金を受け、明石区に祭事用備品とコ
ピー機などの公民館備品が整備されました。
　宝くじ助成事業は、皆さんが購入された
宝くじを財源として、コミュニティの健全
な発展を支援しています。

サマージャンボ宝くじ・サマー
ジャンボミニ 6000 万発売

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町 政  News & Information

問 農林課 ☎ 43-2191

　
与
謝
野
町
農
業
再
生
協

議
会
が
第
６
回
「
耕
作
放

棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活

動
表
彰
事
業
」
で
全
国
農

業
新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
当
表
彰
は
全
国
農
業
会

議
所
と
全
国
農
業
新
聞
が

主
催
し
、
農
業
・
農
村
現

場
に
お
い
て
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
・
解
消
活
動

を
展
開
す
る
団
体
等
で
そ

の
取
り
組
み
や
成
果

が
他
の
模
範
と
な
る

者
を
顕
彰
し
広
く
普

及
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
耕
作
放
棄
地

対
策
の
促
進
に
寄
与

し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

全国農業新聞賞を受賞しました

西
原
良
一
会
長

　
第
６
回
の
表
彰
事
業
に

は
全
国
か
ら
25
組
織
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
中
で
与

謝
野
町
農
業
再
生
協
議
会

が
与
謝
野
町
字
金
屋
地
内

で
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒

廃
茶
園
を
解
消
し
て
認
定

農
業
者
や
新
規
就
農
者
に

農
地
を
集
積
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
全
国
農

業
新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

問 商工観光課 ☎ 46-3269

　
丹
後
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定

着
し
た
与
謝
野
町
の
ひ
ま
わ
り
イ

ベ
ン
ト
。
今
年
も
開
催
が
決
定
し

ま
し
た
！
今
年
も
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
ほ
場
に
20
万
本
も
の
ひ
ま
わ

り
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
７
月
26
日
（
土
）
か
ら
８
月
３

日
（
日
）
ま
で
９
日
間
（
開
花
状

況
に
よ
っ
て
は
期
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）、
リ
フ
レ
か

や
の
里
周
辺
を
会
場
と
し
、
巨
大

ひ
ま
わ
り
迷
路
や
懐
か
し
の
か
か

し
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
ひ
ま
わ
り

畑
の
風
物
詩
と
な
っ
た
催
し
が
開

催
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
懐
か
し
の
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
リ

フ
レ
か
や
の
里
、
道
の
駅
シ
ル
ク

今年もひまわりの暑い夏が
やってくる！

の
ま
ち
か
や
、
町
観
光
協
会
、
役

場
各
庁
舎
に
備
え
付
け
の
募
集
チ

ラ
シ
・
申
込
書
に
よ
り
、
実
行
委

員
会
事
務
局（
リ
フ
レ
か
や
の
里
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
与
謝
野
町
ひ
ま
わ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
リ
フ
レ

か
や
の
里
☎
４
２・
１
７
３
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

懐
か
し
の
か
か
し

コ
ン
テ
ス
ト
（
作
品
募
集
）

　
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

【
登
録
締
切
】

●
７
月
15
日
（
火
）

　
午
後
５
時
ま
で

【
表
彰
内
容
】

●
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
等
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　　与謝野町＆大江山
 ふるさとフォトコン作品展
　平成 25 年与謝野町フォトコンテス
トで入選された 14 作品と第 11 回大江
山フォトコンテストでん入選された 10
作品をあわせて展示します。
日　時　８月３日～ 31 日
　　　　午前 9 時～午後５時　月曜休館
場   所　ぎゃらりぃ知遊館
問い合わせ先
知遊館　☎ 46-2451

入場
無料
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岩
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円
バ
ス
か
ら
乗
り
継
い
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〇
停
留
所

　
天
橋
立
駅
、
元
伊
勢
籠
神
社
（
傘

松
公
園
）、伊
根
湾
め
ぐ
り
日
出
（
遊

覧
船
の
り
ば
）、
伊
根
（
伊
根
浦
舟

屋
群
）、
経
ヶ
岬
展
望
所
、
宇
川
温

泉
よ
し
野
の
里
、
屏
風
岩
（
※
）、

て
ん
き
て
ん
き
村
（
立
岩
・
古
代
の

里
資
料
館
）、琴
引
浜（
鳴
き
砂
海
岸・

鳴
き
砂
文
化
館
）、
網
野
駅
、
浜
詰・

夕
日
ヶ
浦

※
ピ
ク
チ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
約

５
分
間
停
車
し
ま
す
。

〇
運
行
経
路

　
天
橋
立
駅
↓
丹
後
半
島
の
各
観
光

ス
ポ
ッ
ト
↓
網
野
駅
↓
浜
詰
・
夕

日
ヶ
浦
（
午
後
第
５
便
か
ら
）

※
１
方
向
の
み
に
運
行
し
ま
す
。

〇
運
賃

　
２
０
０
円
バ
ス
と
同
様
の
運
賃
体

系
と
な
り
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
丹
後
海
陸
交
通
㈱（
丹

海
バ
ス
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
丹

海
バ
ス
本
社
（
☎
４
２・
０
３
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
７
月
19
日
か
ら
ぐ
る
っ
と
丹
後
周

遊
バ
ス
（
愛
称
：
ぐ
る
た
ん
バ
ス
）」

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
ぐ
る
た
ん
バ
ス
は
天
橋
立
駅
を
出

発
し
、
丹
後
半
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
み
に
停
車
し
て
い
く
周
遊
バ
ス
と

し
て
、網
野
駅
ま
た
は
浜
詰・
夕
日
ヶ

浦
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
み
に
停
車
し
ま

す
の
で
、
今
ま
で
よ
り
早
く
目
的
地

に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
伊
根
・
丹
後
方
面
へ
の
行
楽
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
町
内
に
は
停
車
し
ま
せ
ん
の
で
、

元
伊
勢
籠
神
社（
神
社
前
）で
２
０
０

ぐるたんバス運行開始！

７月１９日から運行が開始されるぐるっと丹後周遊バス

（愛称：ぐるたんバス）

※
※

※印は、土日祝日運休

与　謝 加悦庁舎 算所公民館前 加悦谷高校前 野田川駅前 岩　滝 与謝の海病院
8：00 8：10 8：14 8：18 8：27 8：35  8：43
9：09 9：19 9：23 9：31 9：45 9：53 10：01

【加悦地域、三河内・四辻・山田地区、岩滝地域の方】
■行き（与謝線・福知山線）

与謝の海病院 岩　滝 野田川駅前 加悦谷高校前 算所公民館前 加悦庁舎 与　謝
11：30 11：38 11：46 12：00 12：08 12：13 12：22
13：13 13：21 13：29 13：43 13：51 13：56 14：05

■帰り（与謝線・福知山線）

岩屋上 幾地口 亀山公民館下 石川診療所 野田川駅前 岩　滝 与謝の海病院
 7：36  7：40  7：43  7：45  7：52  8：00  8：08
10：28 10：32 10：35 10：37 10：44 10：52 11：00

【岩屋・幾地・四辻・石川地区の方】
■行き（病院線）

与謝の海病院 岩　滝 野田川駅前 石川診療所 亀山公民館下 幾地口 岩屋上
11：36 11：44 11：52 11：59 12：01 12：04 12：08
13：30 13：38 13：46 13：53 13：55 13：58 14：02

■帰り（病院線）

北部医療センターへの
通院は 200 円バスで！

公共交通
TOP ICS


